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１． はじめに 
本州四国連絡橋の開通や高速道路等の整備に伴い、

近年、関西及び中国・四国地方においては海上交通

から陸上交通へと大きく運輸サービスが転換した。

その結果、これまで海上交通と密接な関連を持った

港湾施設の遊休化が、多くの港湾地域で顕在化した。

徳島県内の主な港湾遊休化施設としては、小松島港

に位置する小松島市・旧南海フェリーターミナルビ

ルや徳島市・マリンターミナルビル等が挙げられる。

これら港湾空間の遊休化施設の再活用は、現在の厳

しい経済情勢のもと、工業および商業的活用のみの

対応では限界にきており、今後、より一層、港湾空

間において新しい価値観の創出が求められるように

なってきた。 
一方、市民参画型社会構築の実現にむけた市民意

識・行政意識の高揚・醸成に伴い、市民主体・市民

発意によるまちづくり・福祉・環境保全等の活動が、

近年確実に成果を挙げてきた。小松島市・徳島市に

おいても、遊休化した港湾施設の活性化を目指して

「港づくり NPO」が活動を始めており、港湾空間
の再活性化を図る上で、より一層、市民活動の効率

的活動の進展と支援が、重要かつ必要となってきて

いる。 
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 本研究では、小松島港における NPO を核とした
市民・行政協働による、遊休化施設の再活用を主と 
 
 
 
 
 
 
 
 

する「みなとまちづくり」の事例分析を行い、みな

と空間再生プロセスの知見を得ることを目的とする。 
 
２． みなと再生のプロセス 
みなと再生方策の推進は、従来の「実体（ものづ

くり・プランづくり）のデザイン」の段階で終わる

のではなく、「利用・活動・雇用のデザイン」「人づ

くり・組織づくりのデザイン」「維持管理・リスク管

理」「参加・場のデザイン」にも着目した【参加型社

会資本整備の視点】１を持って、取り組みを進める

ことが望まれる。そして、これらのみなと再生方策

の活動プロセスは、大きく分けて「第１期：ビジョ

ン作成時」「第２期：活動立ち上げ時」「第３期：活

動継続時」の３つに区分することができる。参加型

社会資本整備の視点と推進イメージを図１に、みな

と再生のプロセス区分と再生方策の概要を表１に示

す。 
 

 • で

 
 
 
 
 

■参加型社会資本整備の視点

きあがったもの

• 【実体のデザイン】
（ものづくり・プランづくり）

• 【利用・活動のデザイン】

• 【人・組織づくりのデザイン】

• 【維持管理・リスク管理】

• 【参加・場のデザイン】

• できあがったもの

• プロセス（過程）

• 【実体のデザイン】
（ものづくり・プランづくり）

これまで これから

ものづくり

プランづくり

維持管理

■推進のイメージ

ものづくり

プランづくり

維持管理

凡例ー１

凡例ー２

これまで

これから

参加・

参加・

図 1 参加型社会資本整備の視点と推進イメージ 

 
表 1 みなと再生のプロセス区分と再生方策の概要 

再生プロセスの区分 再生方策の概要 
第１期： 
再生ビジョン作成時 

現状把握、課題整理、まちづくりビジョン作

成・共有、参加の場づくり（利用・活動づくり、

人づくり・組織づくり、プラン・仕組みづくり） 
第２期： 
再生活動立ち上げ時 

具体活動プランづくり、まちづくり活動着手・

社会実験等、体制（利用・活動づくり、人づく

り・組織づくり、プラン・仕組みづくり） 
第３期： 
再生活動継続時 

継続的活動の取り組み 
（利用・活動づくり、人づくり・組織づくり、

プラン・仕組みづくり、維持管理、リスク管理） 

利用

活動

人づくり

組織づくり

リスク

利用

活動

人づくり

組織づくり

リスク

場

場

*   ｷｰﾜｰｽﾞ：地域都市計画、市民参加、みなとまちづくり 
**   正員、（有）環境とまちづくり（〒771-4501 徳島県勝浦
郡上勝町福原川北 30 TEL08854-4-6290） 

***  正員、博（工）、（有）環境とまちづくり（〒771-4501徳
島県勝浦郡上勝町福原川北 30 TEL08854-4-6290） 

****  学生員、徳島大学工学部（〒770-8506徳島市南常三島町
2-1、TEL088-656-7350） 

*****  正員、工博、徳島大学工学部（〒770-8506 徳島市南常
三島町 2-1、TEL088-656-7350） 

****** 国土交通省四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所
（〒773-0001小松島市小松島町新港 9-3、Tel: 
08853-2-3357） 

******* （財）港湾空間高度化環境研究センター（〒108-0022
港区海岸 3丁目 26-1、TEL.06-5443-5382） 



３． 小松島港におけるみなとまちづくりの

事例分析 
 
（1） 概要 
 重要港湾・徳島小松島港は、徳島港区と小松島港

区に大別され、このうち小松島港区は、神田瀬川河

口の小松島本港地区を中心に発展し、４万トン級岸

壁を含む面積 64 ヘクタールを有する徳島県有数の
港である。小松島港本港地区が立地する小松島市は、

徳島市の南方 10ｋｍに位置する、人口 43,000人、
面積 45km2の港湾都市である。 
小松島港本港地区周辺立地としては、港の西方

500ｍ～1.0kmに小松島市市街地、西方 1.0kmに国
道バイパス、南方 500mにＪＲ線が位置する。小松
島港本港地区の位置図を図２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 徳島小松島港・小松島港本港地区位置図 

 
 小松島港本港地区では、平成 11 年のフェリー航
路の移転に伴い旧ターミナル施設の遊休化に伴い、 
平成 11年度より、国・県・市の合同事業である「小
松島本港地区等活性化調査」において、市民・行政・

専門家等の協働による「小松島港ワークショップ」

を始め、市民参加型の「小松島港ＰＣＭ」、「小松島

港利用企画調査委員会」等の開催の後、「ＮＰＯ準備

会」、「有志の会」を経て、平成 14 年度に「特定非

営利活動法人 港まちづくりファンタジーハーバー

こまつしま（以下、「ＮＰＯこまつしま」と略記）が

設立された。 
小松島港におけるみなとまちづくりでは、みなと

再生のプロセス区分における「第１期：再生ビジョ

ン作成時」「第２期：再生活動立ち上げ時」の２つの

区分について当てはめられる。 
 
（2） 第１期概要 
 小松島港における、「第１期：再生ビジョン作成

時」は、平成 11年度～13年度の「ＮＰＯこまつし
ま」設立までの取り組みが挙げられる２、３。第１期

の取り組み経緯を図３に、取り組みの概要を表２に

示す。 
 

有志の会

ＮＰＯ設立準備会

検討委員会

懇話会ＷＳ

【Ｈ11年度】
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行委員会
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ＰＣＭワークショップ

※市議会での検討
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図 3 第１期：再生ビジョン作成時の取り組み経緯 

 
表 2 取り組みの概要（第１期） 

●小松島港 
本港地区 

 取り組み名 回数 概 要 
●活性化検討委員
会 

３回 小松島港本港地区活性化の整備方
針、整備計画の検討と策定を行う委
員会 

●活性化懇話会 ４回 小松島港本港地区活性化向けた意
見交換の会合 

平
成
11
年
度 ●小松島港ワーク
ショップ 

５回 市民と行政の協働によりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
方式で実施した小松島港本港地区
活性化のためのｱｲﾃﾞｱ検討会議 

●小松島港ＰＣＭ ２回 学識経験者および専門家の発意に
より、PCM 手法による小松島港の課
題抽出、課題解決のための検討会議

●フリーマーケッ
ト実行委員会 

３回 小松島市が中心となって行っていた屋
外フリーマーケットをWS、PCM参加者を
中心とした参加と実践の場として実施
した実行委員会 

平
成
12
年
度

●小松島港利用企
画調査委員会 
●小松島港利用企
画調査委員会 

９回 WS、PCM を受けて、小松島港利用の
ための企画調査委員会を発足し、２
年間に渡り実施した検討会議→ﾀｰﾐ
ﾅﾙビルの試験利用を開始 

●ターミナルビル
利用懇談会 

２回 遊休化したﾀｰﾐﾅﾙビルの有効活用を
考える懇談会 

●ＮＰＯ設立準備
会 

４回 ﾀｰﾐﾅﾙビル有効利用のための活動組
織の設立準備のための検討会議 

平
成
13
年
度
●有志の会 
 

６回 市民発意によるﾀｰﾐﾅﾙビル有効利用
のための活動検討会議 
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（3） 第２期概要 
 小松島港における、「第２期：活動立ち上げ時」は、

平成 14 年度の「ＮＰＯこまつしま」設立以降の取
り組みが挙げられる。第２期の取り組み経緯を図４

に、市民・行政協働の取り組みの概要を表３に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 第２期：再生活動立ち上げ時の取り組み経緯 

 
表 3 市民・行政協働の取り組みの概要（第２期） 

 取り組み名 回数 概 要 

●みなとコミュ

ニティビジネス

セミナー＆ワー

クショップ 

セミ

ナー

３回

ＷＳ

３回 

コミュニティビジネスセミナーの

実施と、小松島港本港地区の利活用

のためのビジネスモデルの検討を

ＷＳ方式で実施 
平

成 

14

年

度 
●小松島みなと

交流センター

kocolo の管理運
営事業 

通年 みなと交流センター（旧フェリータ

ーミナル）の管理運営により、ＮＰ

Ｏこまつしまの活動人件費として

充当 
●ビジターハー

バー社会実験 
１回 コミュニティビジネスモデルの１

つであったビジターハーバー事業

を社会実験として実施 
●茶屋（カフェ）

社会実験 
通年 コミュニティビジネスモデルの１

つであったカフェ事業を社会実験

として実施 
●小松島港ＦＧ

Ｍ（ﾌｫｰｶｽ･ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ） 

２回 小松島港とその周辺地域の整備事

業として、主立った市民の参加によ

るフォーカス・グループ・ミーティ

ングにより周辺地域の整備プラン

の検討を実施 
●小松島みなと

交流センター

kocolo の管理運
営事業 

通年 みなと交流センター（旧フェリータ

ーミナル）の管理運営により、ＮＰ

Ｏこまつしまの活動人件費として

充当 

平

成 

15

年

度 

●みなと物産産

直市 
通年 コミュニティビジネスモデルの１

つであった産直市事業を社会実験

として実施 

 

（4） 特徴分析 
 小松島港における「みなと再生プロセス」の特徴

を表４に示す。また、「ＮＰＯこまつしま」設立時の

理事・監事の構成とみなと再生の取り組みの関係を

表５に示す。ＮＰＯの人材は、みなと再生の多様な

取り組みの場から輩出していることがわかる。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
会

【Ｈ13年度】

【Ｈ15年度】

みなと空間基本検討

【Ｈ14年度】

NPO設立

・ビル貸し館←小松島市委託
・市民講座企画開催
・屋内常設フリーマーケット
・ほか

・周辺美化活動
・活性化活動
・交流活動
・ほか

●NPO活動 ●市民・行政協働活動

ＣＢ・ＷＳ

社会実験実行委員会

ビジターハーバー社会実験
海の見える茶屋社会実験

市民ＦＧＭ

５つのＣＢプログラム作成

注
ＣＢ：コミュニティ・ビジネス
ＷＳ：ワークショップ
ＦＧＭ：フォーカス・グループ・ミーティング

 

表 4 みなと再生プロセスの特徴 

・ 継続した国・県・市の行政支援（事業支援）の存在 
・ 継続した再生・活性化検討組織の存在 
→情報の共有化、信頼関係構築、新たな人材確保に寄与 

・ 継続した関係者連絡調整の場の存在 
→異なる行政支援の調整、みなと再生戦略の共有化、信頼関係の

構築に寄与 
・ 継続した学識経験者の支援の存在 
→合意形成における中間第３者としての役割、合意形成・ＰＩプ 
ロセスの知見提供、再生戦略情報の提供 

・ 継続的なＰＩ・まちづくり専門家支援の存在 
→合意形成・ＰＩプロセスの知見の提供、再生戦略情報提供、関 
係者間コーディネートの役割 

・ 活動関係者は、多様なみなと再生プロセスの場より参画 

 
表 5 ＮＰＯ役員とみなと再生の取り組み 

Si De Ka Ta Ya Yu Na Ku Sa Su Hi 

理

事

長

副

理

事

長

副

理

事

長

副

理

事

長 

理

事 

理

事 

理

事 

理

事

理

事

監

事

監

事

検討委     ● ●   ● ●  

懇話会      ●    ●  

ＷＳ・ 

ＰＣＭ 
  ●  ●  ●  ● ●  

利用企画

調査委 
 ●   ● ● ●  ● ●  

フリマ実

行委員会
 ● ●         

ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ

利用委・

懇談会 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

NPO 設立

準備会 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

有志の会 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

 
 
４． みなと再生方策のフレーム 
 
 小松島港の事例分析によりみなと再生方策のフレ

ームを、第１期・第２期・第３期ごとに、「再生ビジ

ョンづくり」「再生活動」、「計画」「行動」「調整」

「修正」の視点から構築した。小松島港における、

みなと再生方策を、第１期・第２期別に再生方策フ

レームにて整理して表６、表７に示す。 

☆旧ターミナルビル活用活動

☆みなと周辺の活性化活動

みなとオアシス登録申請
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表 6 みなと再生方策の構成事例【小松島港・第１期】 

ﾌﾚｰﾑ 計画 行動 調
整 
修
正 

再
生
方
策
の
区
分 

再
生
方
策
の
種
別 再生方策の名称 

現
状
把
握
・
課
題
整
理 

モ
ノ
づ
く
り 

プ
ラ
ン
・
仕
組
み
づ
く
り 

利
用
・
活
動 

人
・
組
織
づ
く
り 

維
持
管
理 

リ
ス
ク
管
理 

市
民
参
加
・
行
政
参
加 

場
づ
く
り
・
企
画 

修
正
（
チ
ェ
ッ
ク
） 

全体検討委員会 ●  ●        
個別関係者会議 ●  ●        
ワークショップ ●  ●     ●   
ＰＣＭ（ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ・ｻｲ
ｸﾙ・ﾏﾈー ｼ゙ ﾒﾝﾄ） ●       ●   
個別テーマ会議 ●  ●     ●   
活動実行委員会   ●     ●   
ターミナルビル再生
検討会議   ●     ●   
活動組織検討会議   ●     ●   
市民自主会議   ●     ●   

会
議
体
設
置 

連絡調整企画会議         ● ● 
みなと再生ビジョン
づくり   ●        
ターミナルビル再生
ビジョンづくり   ●        
個別活動実施プログ
ラムづくり   ●        

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り ビ
ジ
ョ
ン
作
成 活動組織ビジョンづ
くり   ●        
みなと活性化活動    ●       
ターミナルビル試験
活用    ●       

再
生
活
動 

個
別
活
動 活動組織設立・支援
（NPO等）     ●      

 
表 7 みなと再生方策の構成事例【小松島港・第２期】 

フレーム 計画 行動 調
整 
修
正 

再
生
方
策
の
区
分 

再
生
方
策
の
種
別 
再生方策の名称 

現
状
把
握
・
課
題
整
理 

モ
ノ
づ
く
り 

プ
ラ
ン
・
仕
組
み
づ
く
り 

利
用
・
活
動 

人
・
組
織
づ
く
り 

維
持
管
理 

リ
ス
ク
管
理 

市
民
参
加
・
行
政
参
加 

場
づ
く
り
・
企
画 

修
正
（
チ
ェ
ッ
ク
） 

活動組織運営会議
（NPO理事会等） ●  ●        
ＣＢワークショップ ●  ●     ●   
市民ＦＧＭ ●  ●     ●   

会
議
体
設
置 信頼関係に基づくゆ
るい連絡網         ● ● 
ＣＢセミナー開催 ●  ●  ●      
ＣＢプログラム：各種   ●        
みなと空間グランド
デザイン構想   ●        

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り 

ビ
ジ
ョ
ン
作
成 
活動組織での活動計
画（NPO等）           

活動組織運営会議
（NPO理事会等） ●  ●     ● ● ● 

会
議
体
設
置 社会実験実行委員会 ●  ●     ● ● ● 
社会実験：ビジターハ
ーバー ● ● ● ● ● ● ● ●  ● 
社会実験：海の見える
茶屋 ● ● ● ● ● ● ●   ● 

市
民
・
行
政
協
働
活
動 

イベント：活き活き産
直市    ●       

旧ターミナルビル管
理運営    ●  ●     

市民NPO講座：各種    ●       
屋内フリーマーケ
ット（常設）    ●       
屋外フリーマーケッ
ト（イベント）    ●       
環境美化活動    ●       
活性化活動：みなと
コンサート    ●       
活性化活動：イル
ミネーション    ●       

再
生
活
動 

市
民
自
主
活
動 

活性化活動：とれ
とれ産直市    ●       

５． おわりに 
 
今後、小松島港における「第３期：再生活動継続

時」の取り組みにおいては、これまでの種々の再生

方策の継続や、新たな再生活動展開の促進が求めら

れている。現時点での、小松島港におけるみなとま

ちづくりの展望と課題を次に示す。 

【展望】 
・ みなとオアシス登録（平成 16年 7月予定）をもとに、
交流・情報発信・地域連携等の面で、一層のみなと再生・

活性化の取り組みの進展の期待 
・ 教育分野等との新たな連携を含んだ、一層のみなと再

生・活性化の取り組みの進展の期待 
・ 人材育成・みなとまちづくりネットワークなどの、みな

とまちづくりハウスとしての動的な取り組みの進展の

期待 

【課題】 
・ みなと再生の継続的活動を実現するための方策の検討

実施 
・ みなと再生の中心的役割を担う「NPO こまつしま」の
組織強化 
・ 小松島市中心市街地の取り組みとの連携 
・ 中期みなと再生プラン策定 

 
また、平成 16 年 6 月に教育分野から小松島高校
の参画を得て「小松島”地域が元気だ、学校も元気

だ！”活動会議」が発足し、小松島みなとまちづく

りは、市民・行政・専門家・NPO に加えて、教育
関係者との連携の場が設けられ、新たな活動の局面

を迎えている。 
今後も、参加型社会資本整備の視点から、まちづ

くりにおける教育関係者を始めとする各関係者の役

割の既知見４を参考にしながら、小松島港における

みなとまちづくりに注目していきたいと考えている。 
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